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参加者42名　一般聴講者１名参加者42名　一般聴講者１名

演題「決算書の見方を変えると経営のヒントが見える！」

感謝の心をもって
楽しく経営にのぞもう

52 年度
スローガン

講師　しのだ会計事務所　所長　篠田陽子先生

目からウロコでした。意外と知らない知識を得ることができと
ても勉強になりました。大手の具体的な書類を用意してくださ
り、とてもわかり易い話をしてくださいました。実際に利益を
上げている会社はどういう財務分析がされているのかを具体的
なグラフを使い、会社として成長していること、実際に利益を
上げているように見える某大手企業は、コストカットをして、
会社が成長しているように見せているだけということを、資料
を使いわかりやすく解説してくださいました。
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会長 挨拶講師紹介　浅野 歴代

「ゼロからスタートして、
様々な方から依頼を受け、
作り上げてきた先生で、と
ても話しやすく接しやすい
先生です。」 
とご紹介してくださいまし
た。

「代表取締役となって初めての
決算を迎えました。顧問先の税
理士事務所に伺い経営に関する
アドバイスを受け参考になる話
が聞けましたので篠田先生の講
演もとても楽しみです。」
と挨拶をされました。

篠田先生の講演を聞いて

経営者のみならず、40歳を超えて独身の私は、仕事のみしていると孤独になりがちですし、視野が狭くな
りがちです。経営を考えていく上で時代感覚に乗り遅れない、また業界の常識に捉われない、という点は大

事な要素ではないか、と考えます。
異業種の方々が多く在籍しているＯＪＢだからこそ、みなさんから自分とは違った視点や思考法を学ばせて戴きたいと
考えております。
　また「思考」という物は他者との会話や議論の中で磨かれ、醸成されていく物だと私は考えます。しかしながら、そ
の会話や議論の中、残念ながら本来の目的から反れ、「感情」や「プライド」等の違った点に支配されがちではないでしょ
うか。礼節も勿論大切ではありますが、感情や礼節、しがらみ等のあらゆる雑多な要素を廃し、言い難い事も淡々と話
し合いながら自らを見詰めつつ互いを見詰め、考え抜く事も大切ではないか、と私は思うのです。
ＯＪＢにて、そのような場や仲間を得られましたら幸いでございます、何卒宜しくお願い致します。

会計事務所にて下積みをされた後、独立されてお客様の会社の
会計を多く経験され、経営者として立ち上がったことをお話さ
れました。
「自分自身、勤め人として会計のみをやってきたが、開業してか
ら経営をしながら経理もやらないといけないということを体験
して、初めて経営者さんの大変さがわかりました。
みなさん、会社の決算を迎えられて税理士さんに何をききます
か？
「税金いくら？、利益いくら？」と答える人が多いと思います。
税理士さんへの質問を的確にすれば、会社の業績を変えるよう
なことが相談できます。」

漠然と数字を受けて見ていませんか？
会社が儲かっているか把握できていますか？
会社の財産状況が安全かどうかわかりますか？
会計とは
・情報を提供された者が
・適切な判断と意思決定ができるように
・経済主体の経済活動を記録・測定・伝達する手続き
会社の目的とは？という質問を加納会長、浅野歴代、足立
幹事長に投げられました。
加納会長 「利益を上げること」
浅野歴代 「社員を食べさせていくこと」
足立幹事長 「会社の業務を永続させていくこと」
先生  「利益は会社を存続させるための手段、会 
  社の最終目標（目的）は存続していくこと」
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「篠田先生の講演を拝聴して」「篠田先生の講演を拝聴して」 稲尾 大介　会員

篠田先生の講演を拝聴して、私は決算書についてあまり深く考えたことが無い
事に気づきました。
それは、私がまだ経営者の立場に無い事も在りますが、なにより、決算書は税
金を払う時や資金融資を受ける時位にしか使用しないと思っていました。
決算書を理解し会社の現状を把握して次の事業計画を立てる事で、安定的な経
営ができるのだと感じました。

終盤の大手企業を例にされたお話は、よく解りませんでしたが、私も少しずつ決算書の読み方を学
んでいきたいと思います。そして、なにより心に残ったことは、事業を継続させる為に利益を出す
のだと言う事でした。利益の為の事業継続では無く、事業継続の為の利益、今まで私は同じ事だと思っ
ていましたが篠田先生のお話を拝聴して違うのだと感じました。最後に、大変勉強になる講演を開
いて頂き有難うございました。

長谷部 綾子 新入会員 水野 靖弘　新入会員

１１月例会感想

新入会員スピーチ 今月は、長谷部 綾子 会員、水野 靖弘　会員が登壇しました。

私はこの会で人とのつながりを大切にしていきた
いと考えております。自分自身会社をやっていく
中で、皆様から色々、勉強させていただきたいと
思っています。
私は女性ですが、意外と大雑把なところがありま
すので気軽に声をかけて下さい。

私からは、今している仕事の話をさせていただき
ます。
私のカメラ店では、実はカメラ自体の販売はそん
なにやっておりません。
学校や、スタジオ撮影、印刷といった仕事を多く
やらせていただいております。
またこのシーズンであれば、年賀状などの作成も
多く扱っています。
他にもみなさんの知らないような仕事を色々やっ
ていますので、これからのお付き合いの中でまた
ご紹介させていただければと思います。

「決算書の見方が変わりました。」「決算書の見方が変わりました。」

最初、【会社の目的とは何か？】という話から始まった時に、ああ・・・社会貢献
だとか、利益を出すことといったいつもの話かな・・・と思って聴いていました
ら「会社の目的は継続であり利益は条件です。」という切り口の話から始まりまし
た。その言葉を聞いた時、私は ( やっと自分の思う信念の理解者に出会えた ) と歓
喜にも似た気持ちに包まれ講演は始まりました。そして現在、自身の会社の決算
書の状況・自身の知る実情の内部状況等を照らし合わせながら講演を聴いています
と当てはまる事が沢山あり、自身の会社の体質・状況に非常に危機感を覚えました。
知識量の少ない自分にはピンと来ない用語も沢山ありまして、講演の日以来、会社にて自社の決算書
を見て用語を調べ、分析してみました。まだ結論には至っていませんがこれを機会に決算書からの戦
略というものを考えられるようになれたことに感謝します。

川合 敏博　会員

「カメラ屋さんの仕事について」「意気込みとご自身のこと」
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新入会員情報交換会 参加者 ２５名

『第２回研修委員会』 平成２９年１１月２０日
ソフトピアジャパンセンタービル　１１階　中会議室３ 参加者 33名

平成２９年１１月１４日
金森仕出し店

「パラダイムシフトに適応する為の力を養う」の年度テーマのもと、今回の研修委員会では、「自己分析」の手法として、「自分史シー
ト」を作成しました。この「自分史シート」作成は、堀委員長が経営に悩んでいた時期に、人生哲学や経営理念の重要さを感じ、そ
の手法として知ったツールとのこと。自分自身が実は何を大切にして生きてきたのか？それを探し出すためには、今の自分の頭に浮
かんだ言葉だけでなく、無意識の領域や感覚的なものから導き出される言葉が重要との説明がありました。
今回の研修は、４～５人のグループに分かれて行われました。会員同士で問いかけを繰り返すことで、より深い気づきが導き出され
る研修内容であり、はじめは、どう問いかけをして良いか、戸惑いもあったようですが、研修が進むにつれて、研修の趣旨にそった
問いかけができるようになってきて、学びや気づきの多い時間となりました。

自分の振り返りに真剣に
取組んでいる様子

挨拶をする
加納会長

「自分史シート」の作成方法
①　「幼児期」に関する質問事項に各自
　　が回答を記載する。
②　自分が記載した回答に対し、他の
　　メンバーから問いかけをする。
③　問いかけを受けて、自分が記載し
　　た
　　回答の内面的な意図や気づきを得
　　る。
④　「青年期」に関して、①～③を行う。
⑤　「青年重役会期」に関して、
　　①～③を行う
⑥　３つの時期からなる作成した
　　「自分史シート（自身の回答＋問い
　　かけから得た気づき）」を総合して
　　自分自身の内面に潜む価値観や
　　大切にしたいキーワードを見つけ
　　まとめる。

研修の流れを説明する
臼井研修副委員長

全体写真

今回の研修も多くの
会員が参加しました

閉会の挨拶をする
川瀬副会長

趣旨を説明する
堀研修委員長

 来年度は１０人以上の新入会員獲得に向けて、会員委員会主催で情報交換会を行いました。
５グループに分かれて、意見の交換と新入会員候補者の情報共有が出ました。

司会進行の
西川 会員副委員長

 趣旨説明をする小林
会員委員長

 
 各グループで重複し
て出てきた候補者に
声をかけてみるとの
意見がでました。

前年度から引き継い
でいる新入会員候補
者に今年度も声をか
けてみるとの意見が
出ました。

乾杯の挨拶を
する北野 歴代

 杉野辰彦
親睦副委員長

西川 可一
会員副委員長

 締めの挨拶をする
川瀬知哉副会長

 新入会員候補者の情報
提供を求めています。
会員委員会の２人に対
して期待の言葉があり
ました。加納 浩二

会長

 友人・知人を通じて
入会案内を促してみ
るとの意見が出まし
た。 説田 裕高

会員

 
大垣市の青年団体を
卒業した方を中心に
声をかけてみるとの
意見が出ました。 金森 実輝彦

会員

 地元の繋がりの情報
をもとに候補者へ声
をかけるとの意見が
でました。 小林 諒士

会員委員長
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第５２年度新入会員のご紹介
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１２月に誕生日を迎える４名の方をご紹介いたします。OJB会員として一緒に学ぶ仲間に感謝 ! ！

　３日　大平 晃嗣 会員  9 日　加藤 肇 会員  １０日　足立 貴保 会員 
１１日　説田 裕高 会員

「ＯＪＢに求める事」  新入会員　金森 実輝彦

「OJB に入会して学びたいこと」  新入会員　草野 洋司

この度、OJB52 年度に入会させて頂く事になりました草野鉄工の草野と申します。
よろしくお願い致します。仕事内容は、主に工場や事務所などの鉄骨造を中心に、鉄骨加工業及び設計、監

理などを行っております。私のOJB入会のきっかけは、丸武産業有限会社の堀隆男様からご紹介を頂いたことでした。「と
ても有意義な会だから一度話を聞いてみないか。」ということで会の事業内容などを伺って、非常に興味を持ちましたの
で、入会させて頂く運びとなりました。OJB への入会をきっかけにして自分に足りないものの発見や改善、一社会人と
しての良識などを学びたい、学ばせて頂きたいと思っております。
至らぬ点もございますが、ご指導ご鞭撻のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。

経営者のみならず、40歳を超えて独身の私は、仕事のみしていると孤独になりがちですし、視野が狭くな
りがちです。経営を考えていく上で時代感覚に乗り遅れない、また業界の常識に捉われない、という点は大

事な要素ではないか、と考えます。
異業種の方々が多く在籍しているＯＪＢだからこそ、みなさんから自分とは違った視点や思考法を学ばせて戴きたいと
考えております。
　また「思考」という物は他者との会話や議論の中で磨かれ、醸成されていく物だと私は考えます。しかしながら、そ
の会話や議論の中、残念ながら本来の目的から反れ、「感情」や「プライド」等の違った点に支配されがちではないでしょ
うか。礼節も勿論大切ではありますが、感情や礼節、しがらみ等のあらゆる雑多な要素を廃し、言い難い事も淡々と話
し合いながら自らを見詰めつつ互いを見詰め、考え抜く事も大切ではないか、と私は思うのです。
ＯＪＢにて、そのような場や仲間を得られましたら幸いでございます、何卒宜しくお願い致します。

四季の会 平成２９年１０月２７日
駅前にしき

１０月２７日（金）に「駅前にしき」にて行われました。特別会員１１名の参加で
した。お酒も話も弾ませ、笑顔で撮影に応じていただけました。

１１月ドネーション

結婚できました！ (驚 )・吉田大助 会員

１０月１９日に三女が無事生まれました。・川瀬知哉 会員

第６回大垣商店街まちゼミ無事に終了する事が出来ました。次回は来年３月頃を予定しています。是非受講してみてください。・上野和幸 会員

大垣市教育委員会表彰をいただきました。・松本正平 会員

ＡＧＦ主催「煎」と一緒に食べたい和菓子アワードにおいて弊店の「水まんじゅう」が金賞和菓子に選定されました。
表彰式ではＡＧＦ品田社長様から直々に授与され、この上ない幸せでした♥ひとえに投票していただいた皆様のおかげです。

・鳥居清 会員

１１月例会もたくさんの会員の皆様にご参加いただき盛会にて行う事ができました。各委員会行事にもご参加宜しくお願いします。・加納 浩二 会長


